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１．はじめに 

最近，企業等での業務管理ツールとして，

AI(Artificial Intelligence)の実用化が注目さ

れている．この AI については様々なものが存在

するが，大別して機械学習(エキスパートシステ

ム)と計算知能(Computational Intelligence)に

分かれる．前者は，様々な入力に対して，あら

かじめ条件を設定しておいた回答を返すもので

あり，後者は入力値に対する出力値を，ニュー

ラルネットワーク（脳神経モデル）等を用いて

予測するものである． 

従って，ソフトウェア業界における品質管理

業務では，エキスパートシステムによって各管

理項目の評価値に重みを掛けて積算し，その値

によって自動評価を行う事ができる． 

しかしプロジェクトの最終的な評価は経営的

視点による例えば KPI 等の数値で評価される．

そのために品質管理項目と経営情報との関連性

を調査する必要がある．そして経営的視点によ

る評価値と，品質管理項目の関連性を，ニュー

ラルネットワークによって予測し，その重みを

可視化する事が出来れば，赤字プロジェクトの

早期発見や，あるいは受注前にリスクを予見し

て回避する事が可能になる． 

このようなことから本論では，ニューラルネ

ットワークの中でも学習機能を持ったバックプ

ロパゲーション（Backpropagation）または誤差

逆伝播法と呼ばれる手法を用いて，検証を試み

る．既に C や Java などのプログラム言語で記述

される事が一般的ではあるが，企業の現場で一

番取扱いが容易なエクセルの VBA を用いて AI を

実装する． 

 

2. 本論の目的 

AI を品質管理業務に適用する際に，利用目的

として下記の２つが挙げられる．１つ目は既存

の社内業務の評価を AI によって自動化する事で

ある．例えば品質管理業務などでは，バグ件数

やテスト件数などの管理項目から，機能性，信

頼性，使用性，効率性，保守性，移植性等の各

指標を評価する．この時の各項目と評価指標と

の関連は，各企業での経験に基づく重みづけが

行われている． 

これを終わった後に評価するのでは無く，プ

ロジェクトの比較的初期の段階で，AI による予

測を行えば，このまま開発を進めた場合の最終

的なソフトウェアの品質が予測できるようにな

る．そしてそのまま開発を進めれば，どのよう

な問題が生じ，各種損害を最小限にするために

は，どのようにすべきかの対策を早期に立てら

れるようになる． 

２つ目としては，直接管理項目と評価値の関

連が定義できない場合への適用例である．各ス

ペックや評価項目の数値と，それが顧客側の評

価と，どのような関連があるのか，そのような

場合にはニューラルネットワークによる機械学

習が望ましい．それによって，関連の重みの大

きさを調査すれば，ユーザー評価を向上させる

には，どの項目を上げて，どの項目を下げれば

良いかが分かる．そしてその結果に懐疑的であ

れば，それを仮定して，統計解析を行なえば，

関連性は明らかになる． 

また例えば利益率など，品質管理部門で扱う

データとは直接の関連性は薄いが，経営的視点

からは重要な評価指標などを，目的変数として

AI で扱えるようにすれば経営予測に役立つと考

えられる． 

 
図１ 品質評価指標 

 
 
3. 管理業務の自動評価 
社内における管理業務は，全ての管理項目を

入力して，機能性，信頼性，使用性，効率性，

保守性，移植性等の各指標を，過去の経験で決

められた重みづけを行って評価する． 
これはエキスパートシステムをエクセルで実

装することに他ならないが，これらの値に対す
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るコメントを経験によって決めておくことによ

り，図２のように評価を自動表示する事が出来

る． 
 

 
図２ 品質評価 

 
 
4.経営的視点からの AI の利用法 
次にニューラルネットワークを用いて経営情

報と品質管理項目との関連性について述べる．

例えば品質管理項目以外にも，社内に数多く存

在する各種管理項目や，経営的に重要視される

評価値，各担当者の人事評価項目なども踏まえ

て，過去のプロジェクトデータを適用する必要

がある． 
これによって，収益性の高いプロジェクトに

共通する項目や，リスクに関連の高い項目を洗

い出す事で，経営者にとって社内のプロジェク

トの状況をリアルに把握する事が可能になるた

め，AI は非常に興味深い有益なツールとなる． 
まだ検証前であるが，これによって，そのプ

ロジェクトのマネージャーを，別のマネージャ

ーに変更した際の，相互のプロジェクトの収益

性も予測可能になると考えられる． 
 
5.おわりに 
 今回はまだ途中経過となるが，利用する入力

データは，その精度に大きく予測値が依存する

事が分かった．入力値となる各種管理項目の値

は，事前にデータをチェックして，複数の要因

を含んだノイズの多いデータは排除するなど，

精査の工夫が必要である． 
特にエクセル VBA で実装した事により，C や

Java とは比較にならない程に，ユーザビリティ

が向上した．これによって今後は，実務者レベ

ルで様々な業務データを自ら分析が出来るよう

になるため，様々な業務で AI の効能を試す事が

出来るようになる．今後は具体的なデータを利

用した，AI による次世代の管理業務の効率化や

経営視点からの利用法調査をしてゆきたい． 
 

 
図３ シグモイド関数 

 

 
図４ エクセルでの実行画面(2 層のみ) 

 

 
図５ エクセルでの実行画面(2 層+1 層) 
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